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Preparations and review are very important in all field. Student’s school time decreases
every year. There are very few students performing preparations and review by oneself by
my experience. Many students do not work on homework positively. It must be improved.
The cause is not to possess a learning custom enough. I expect a change of a student by
providing the environment that I can learn with a smartphone. I investigated preparations
for lessons and a review for the purpose of letting a student study without unreasonableness.
Next, using Web, I make the environment that I can learn from simple preparations and
review to difficult preparations and review. This report describes construction plan of the
system for the purpose of acquisition of the learning custom.
1．はじめに
学生の講義外の学習時間は減少傾向にある。講義に向けての予習と整理と確認のための復習は
必須の作業だが、これまでの経験では予習・復習に取り組む学生は少なく、また課題に対しても
積極的に取り組む学生は少数派である。全国大学生活共同組合連合会（全国大学生協連）が行っ
ている「学生生活実態調査」によれば、講義を除く1週間の勉強時間は平均4.58時間（1日39.2分）
となっている。講義外の学習時間の減少の原因は、学習習慣が十分に身についていないことにあ
る。
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大学の限られた講義時間の中で予習や復習を補うことは困難であり、学生の学習習慣の確立は
急務の課題である。学生の生活を眺めたとき、ほとんどの学生はスマートフォンを常に携帯し、
その操作頻度は非常に高く習慣化している。現在、情報化社会はますます高度に進化しており、
スマートフォンやタブレット PCの普及率は向上し、学生のスマートフォン所持率は100％に近
い。スマートフォンを利用した予習・復習の学習環境を整えていくことで、講義外の学習時間を
わずかでも増加できる。
これまでに独自に運用しているサーバ上で基礎情報教育科目や簿記等の教育効果のボトムアッ
プを目的として「教育支援システム」（以下、本システム）の開発を進めてきた。
学生個々を見ると勉強が嫌いであるという学生もいるが、多くは勉強できるようになりたいと
願っており、ゼミの時間を活用して勉強させれば取り組む姿勢を見せる。ただし監督する教員が
いない状態のときは面倒になり、意欲を失ってしまうようである。重要なことは勉強が嫌いなの
ではなく、面倒であると感じていることである。取り組むべき状況があれば目の前にあれば勉強
を始めるのである。問題は勉強する環境を整えることが面倒であるということにあると思われる。
自宅においてテキストを開く、プリントを取り出すことがハードルになっているのではないだろ
うか。
そうした学生であっても毎日操作しているスマートフォンを活用することで、ハードルを失く
すことは困難であっても、下げる効果は期待できる。そこで本システムのサーバ上に経営学や経
済学あるいは商学といった学問分野の予習・復習用の機能を付加することで、授業外学習時間は
増加すると考えている。またスマートフォンであっても続けることで学習習慣は確立されていき、
改善されると期待している。
2．スマートフォン利用に関する調査方法
2.1 調査方法
予習・復習にスマートフォンを利用するにあたり、学生を対象に調査を行った。
調査対象：関東在住の女子短期大学生（150名）
調査時期：2016年6月
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2.2 調査内容1
質問は以下の内容によって構成されている。回答時間に制限は設けていない。
今回実施した調査はプレ調査であり、今年度の秋からの講義において導入すべきであるか、の
検討資料とするために実施した。今年度後半の講義において試験的に一部導入し、導入後に改め
て調査を行う。次年度以降の講義品質の向上ための取り組みの一環でもある。
質問 1 これまでに（大学入学後を含め）、スマートフォンを利用した講義の予習・復習のため
のコンテンツを利用したことがあるか（「ない」・「ある」で回答）。
「ある」と回答された学生のみ、実施時期を回答（「小学校」・「中学」・「高校」・「短大」
で回答）。
質問 2 講義の予習・復習のためのコンテンツがあった場合、利用してみたいかどうか（「利用
してみたい」・「利用しない」で回答）。
「利用してみたい」と回答された学生のみ、どれぐらいの時間であれば、スマートフォ
ンによる予習・復習に取り組んでもらえるか時間を記述してもらった。
3．調査結果と考察
質問 1 「ない」と回答：111名（74.0％）
「ある」と回答：39名2（26.0％） （有効回答数 n＝150）
質問 2 「利用してみたい」と回答：121名（82.3％）
「利用しない」と回答：26名（17.7％） （有効回答数 n＝147）
1 アンケートは講義開始時に実施したが、記名式であるため「成績への影響はまったくない」ことやア
ンケートの趣旨（よりより講義を学生に提供するため）を繰り返し伝え（10回以上）、バイアスがか
からないよう配慮した。アンケート結果でもはっきりと「利用したくない」と回答している学生も一
定数いることからある程度バイアスは下げられていると思われる。
2 回答者に求めたわけではないが「ある」と回答した中に「薬学や医学の単語を調べた」や「授業中に
先生の指示で利用した」など記述が添えられているものが見られた。質問の趣旨がうまく伝わってい
ない可能性がある。今回は「ある」としてカウントしたが「予習・復習用のコンテンツとして利用」
ではない可能性があるため、「ある」の実数は39名を下回る可能性が高い。また「ある」と回答した
学生の利用時期に関しては、本レポートとは無関係であるため掲載は割愛した。
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「利用してみたい」と回答した学生（121名）のみ、どれぐらいの時間であればスマー
トフォンによる予習・復習に取り組んでもらえるか、の時間に関する調査結果3
5分以内と回答：37名（30.6％）4
5分超－10分以内と回答：43名（35.5％）
10分超－15分以内と回答：24名（19.8％）
15分超－20分以内と回答：1名（0.8％）
20分超－30分以内と回答：8名（6.6％）
30分超と回答：8名（6.6％）
質問 1から多くの学生（74.0％）がこれまで予習・復習用のコンテンツとしてスマートフォン
と利用したことがないと言えること。また質問 2からは、かなり多くの学生が興味を持ち、利
用してみたいと思っていると言えること、がわかった。この2つのことから講義の予習・復習に
スマートフォンを継続しての利用する際の以下の注意が読み取れる。
ほとんど利用したことがないため興味を持っているが、利用したことがないため飽きずに継続
して利用するかどうかは未知数である、ということである。推察であるが、期待しているような
コンテンツでなかった場合に利用しなくなる可能性も感じられる。
予習・復習に利用してもよい時間に関しては、66.1％が10分以内であり、15以内を含めると
85.9％に達する。期待する予習・復習の時間は1コマ分であり、合わせて2コマ分の学習時間が望
ましい。今回の調査からそれぞれ15分ずつ予習と復習をさせたとしても、期待する学習時間の2
割にも届かない。だが、学習習慣の確立していない学生に学習習慣を身に着けてもらうことが第
一目標であることから、わずかな時間であっても、まずは継続して予習・復習に取り組むように
成長してもらうことが重要である。学習時間を伸ばすことは第二目標であると考えられる。
また15％ではあるが、15分以上の学習を望む学生も存在しており、その内6.6％は30分以上の
学習を期待している。この利用時間の調査から予習・復習用のコンテンツ作成には、いくつか注
意点があると思われる。
3 時間記述の中に「5分または10分」あるいは「5分から10分」のような記述が見られたが、すべて最
大値の時間でカウントした。上記例であれば10分としてカウントした。
4 パーセンテージの合計が99.9％となるのは計算結果を四捨五入していることによる。
埼玉女子短期大学研究紀要 第34号 2016.09
― ―204
Ｓｅｒｖｅｒ／学校／埼玉女子短期大学様　研究紀要／＃785443　第34号／本文／Ｐ201－206　小堺先生（ノート） 2016年 9月15日13時13分25秒（Page206）
4．試験的運用に向けての工夫
段階的に予習・復習できるコンテンツにする。例えば、ファーストステージは個人差があって
も5分から10分程度で学習できる内容にする。セカンドステージは20分から30分程度の学習内容
とする。サードステージは30分以上かかる学習内容とする、という意味である。このようにす
ることで、ファーストステージは受講している全学生に必須とする。そしてセカンドステージ以
降は意欲があれば取り組んでもらう課題とする。するとファーストステージとセカンドステージ
の2つを利用して学習すると40分程度になる。3つのステージすべてを利用すると70分以上（70
分で終了するとは限らない）の学習をすることになる。
このように段階的に学習できるようコンテンツを用意することで、学生個々の科目への興味・
関心や学習習慣に応じて予習・復習を継続できるようになると考えた。コンテンツ準備する時間
の関係もあるが、試験的に今年度の秋学期から導入を試みたいと考えている。実際の講義の中で
利用することで新たな課題が見えてくる可能性があり、次年度以降の講義に反映していきたいと
考えている。
試験的運用に向けての課題に予習・復習コンテンツの利用期間がある。科目を履修している学
生を対象としているが、講義開講中はいつでも利用できるようにするのか、それとも講義開講中
であっても利用期間を設けるのか、という問題である。試験的運用では、いつでも利用できるよ
うにはせず、ある単元の予習・復習コンテンツを利用できる期間を2週間程度に限定する予定で
ある。運用に向けての懸念に、学生のコンテンツ利用率がある。仮に利用期間を設けず「いつで
もできる」とした場合に「いつまでもやらない」となる恐れがあると推察される。個人的な経験
からも「期限がある」ことは「利用を促す」ことにつながると考えている。まずは試験的にある
単元が実施される前1週間からその単元の予習コンテンツを利用でき、ある単元の実施後2週間
がその単元の復習コンテンツの利用できる期間として運用を試みる。実際に運用し適切な運用期
間を検討していく予定である。
また、本システムには宿題等をWeb提出できる機能も付加してあるので、試験的にレポート
の提出などにも利用を試みるつもりである。このような予習・復習コンテンツを準備し、活用す
ることで学生の理解向上につながり、学生の学習習慣の確立に役立てることができれば学生の総
合的な学力向上に寄与すると期待している。また知的好奇心の刺激になり学生に面白いと感じて
もらえれば、興味・関心の幅を広げることになり教育効果の向上が期待できる。
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5．今後の課題
今年度の秋から試験的運用を試みる予定であるが、準備に関する時間的制限もあるため担当し
ている全科目で本システムを運用することは困難である。そのため一部の科目に絞り運用する予
定であるが、科目の特性によって利用方法に向き不向きなどがあること考えられ、試験的に運用
した結果がその他の科目にも反映できるとは限らない。そのため試験運用した結果を考察し、次
年度の他科目への運用を検討する必要があると考えている。
試験的に運用する科目は「経済学」を予定している。昨年度も経済学を担当したが、科目の特
性上、現在の社会情勢などを事前に調べておいて欲しいと感じることや学習した内容を踏まえて
ニュースなどを見て考えてほしいと思うことも多く、予習や復習を課すが配布したハンドアウト
を学生が管理できず紛失してしまうことなど課題が残された。そのため今年度はWeb上で管理
することで昨年度の予習・復習に関する課題のいくつかは解決できると考えている。
またスマートフォンの画面はパーソナルコンピュータに比べてかなり小さく、1画面に表示で
きる内容も限られてくることやスクロール利用が増えることなども考えてコンテンツを作成する
必要がある。試験的な運用をすることで想定外の課題も発生する可能性もある。その都度、学生
の反応を確認しながら完成度を高めていく予定である。
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